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開弦の場の理論において、単位弦場に基づいて構成されたマージナル変形解のまわりで弦場
を展開した理論について考察した。このマージナル変形解はゴースト場とU(1)カレントで構成さ
れ、U(1)カレントによるマージナル変形を表している [1]。このマージナル変形解のまわりで展開
した理論は、ウィルソンライン背景などのマージナル変形された背景上での弦の場の理論を与え
る。この理論からマージナル変形された背景上でのタキオン真空解について調べた。
今研究では、マージナル変形された背景上でタキオン真空上の物理量がどのように変化するか

を見た。我々はマージナル変形解まわりで展開した理論のBRST演算子より、SchnablのKBc代
数 [2]をみたす新たな演算子を構成した。この新たな代数を用いてマージナル変形に対応し、かつ
タキオン真空を記述している解を構成した。
このマージナル変形された背景上のタキオン真空解まわりの理論でのBRSTコホモロジーは、

ホモトピー演算子、つまり BRST演算子との反交換関係が 1になるもの、を新しいKBc代数に
対して構成することで自明であることが確認できる。さらに、真空エネルギーとオーバーラップ
の計算を行った。結果は、真空エネルギーはマージナル変形解周りの理論でも値に変化がなかっ
た。それに対し、オーバーラップでは、空間の第 25方向を半径Rの S1にコンパクト化した場合
を考えると、
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の位相のずれが生じた。ここでwはまきつき数である。これはCFTにおいて知られている、マー
ジナル変換による位相のずれと一致する [1, 3]。
今研究で我々はマージナル変形解周りの理論で直接的にタキオン真空の物理量を計算できる新

しい解を構成した。そして、この解に対する真空エネルギーとオーバーラップが予想される値と
なることを確認した。
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